
令和４年度　能美市立辰口中学校　学校評価　【後期】

具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取り組みの成果
及び課題への対策

評
価

①情報共有を充実させ、主任
等を中心とした同僚性・専門
性を活かし研修・協働する中
で、教員の資質能力の向上を
図る。

教
頭

〈成果指標〉
主任層のリーダーシップのも
と、各分掌と学年が縦横の連携
を図り、教員が資質能力を高
め、組織的な学校づくりを行
う。

〈教職員アンケート 1〉
学校経営ビジョンを理解し、必
要な情報を共有し連携を図り、
一人一人が資質能力を高めて組
織としての高まりを実感してい
るか。

〈教職員アンケート 1〉９６％
前期よりやや下がったが、前期同様に主任層のリーダーシップのもと、
各分掌と学年が縦横の連携を図った。必要な情報を共有しながら、一人
一人が組織的に学校運営に携わることができた。今後は取り組みや反省
点を分析しながら、改善や引き継ぎを行っていく必要がある。

Ａ

②「気づき」を大切にし、常
に改革・開発の意識でカリ
キュラム・マネジメントを充
実させ、自身の働き方を見直
し、多忙化改善の具体的な取
り組みと平準化の工夫を図
る。

教
頭

〈努力指標〉
見通しを持ち業務の改善・効率
化を図り、勤務時間の短縮に努
め、月２回定時退校している。

〈教職員アンケート 2,3〉
常に課題意識を持ち、周囲に伝
えながらよりよい学校づくりに
参画し、見通しを持ち効率的に
業務を行い、勤務時間を短縮で
きたか。

〈教職員アンケート 2〉９６%
〈教職員アンケート 3〉５２%
前期よりやや下がっているが、学校運営参画意識はとても高い。勤務時
間短縮への意識は高まりつつあるが、毎日の働き方への声掛けと共に、
定時退校日に会議を入れない日を設けるなどの取り組みと共に、業務の
効率化という視点でも行事の精選や取り組みの重複をなくしスリム化を
図るなどカリキュラム・マネジメントをさらに進めていきたい。

Ｄ

③安全対策や危機管理の意識
と指導力を高め、いじめや不
登校等に対し組織として計画
的に未然防止に取り組むとと
もに対応を迅速に行う。

生
徒
指
導

〈努力指標〉
情報交換を密に行い、各主任や
担任・学年会が縦横の関係でい
じめ・不登校に対し組織的に対
応している。　　　　　　　　　　　

〈教職員アンケート 4〉
情報の共有化が密にできてお
り、いじめ・不登校傾向にある
生徒に対し、未然防止や早期の
適切な対応ができたか。

〈教職員アンケート ４〉52%
いじめ事案や不登校傾向になる生徒に対して個々への対応はとても丁寧
にされている。しかし、それらについて他学年への情報の共有が遅れる
ことがあった。他学年の教員も同じ対応ができるようにしていく。特
に、長期化している生徒の変容について定期的に確認していくことが必
要である。

Ｄ

①教科と総合的な学習の時間
の学びを往還させ、「主体
的・対話的で深い学び」を目
指した授業を展開する中で、
授業をコーディネートする力
を高め、ＧＩＧＡスクール構
想を意識した授業改善を図
る。

研
究

〈努力指標〉 　                    
各教科および総合的な学習の時
間で、ICT機器を活用して生徒
の思考を促す工夫を行い、まと
めと振り返りを充実させ、主体
的･対話的で深い学びを実現す
る。

〈教職員アンケート5, 
6,14,15〉
〈生徒アンケート 
16,19,34,35〉
〈保護者アンケート11,12〉
生徒自身に、思考・判断し表現
させることを積極的に行ってい
るか。GIGAスクール構想を意
識した取り組みができている
か。生徒が学びの高まりを実感

〈教職員ｱﾝｹｰﾄ 5〉100 %〈 6〉96%〈14〉97 %〈15〉96%
〈生徒ｱﾝｹｰﾄ 16〉 94 %〈19〉 94%〈34〉 98%〈35〉95 %
〈保護者ｱﾝｹｰﾄ 11〉　87%〈12〉81 %
前期と比べ，ほとんどの項目で数値が上昇した。教職員がICTを効果的に
活用した授業改善に取り組んだ結果であると考える。引き続き，授業改
善を行い，今の時代に必要な資質・能力が身につくような授業を行って
いく。ただし、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」の２つ
の肯定的な評価の中でも、「あてはまる」と答える方が多くなるように
改善していく。

Ｂ

②「授業の辰人スタイル」を
身に付け、生徒の自ら学ぶ積
極的な態度を育てるととも
に、生徒全員が「わかる・で
きる」授業をめざす。

研
究

〈満足度指標〉
「授業の辰人スタイル」を意識
した授業を行い、場面を逃さず
に褒め、生徒全員が「わかる･
できる」と実感できる授業を創
る。

〈教職員アンケート 7〉
〈生徒アンケート14，15, 
18〉
自ら学ぶ積極的な態度が身につ
き、授業がわかり、できるよう
になった実感があるか。

〈教職員アンケート 7〉  96%
〈生徒アンケート 14〉95%  〈15〉 　90%　〈18〉94%
このいい結果に甘んじることなく，「授業の辰人スタイル」を意識して
授業を行い，生徒全員が「わかる･できる」と実感できる授業を実践して
いく。生徒アンケートで，各学年での数値にばらつきが見られるので，
各学年で考えて，その学年に合う対策をして，向上を目指していく。

Ａ

③学びのPDCAを構築し、計
画的、組織的に学力の検証と
学びの改善を重ね、基礎的知
識・技能の定着と、これらを
活用する思考力・判断力・表
現力を育成する。      

教
務

〈成果指標〉
学力向上ロードマップを活用
し、基礎的知識・技能や思考
力・判断力・表現力等の向上に
努めている。

〈教職員アンケート 8〉
PDCAサイクルを実施し、学力
の検証・改善がなされ、様々な
面での学力の向上に表れている
か。

〈教職員アンケート 8〉　93 %
全国及び県学力調査による５月版以降、結果発表後の９月版、市評価問
題後の１月版と３回の学力向上プランを教職員全体で共有し、定期テス
トと普段の授業において取り組みを進めてきた。ＩＣＴを効果的に活用
した授業改善とも連動させ、「今求められている力」とは何かを意識す
ることで、基礎的知識・技能の定着と、これらを活用する思考力・判断
力・表現力を育成することができた。

Ａ

①集団の中での自分の役割を
果たすことを通して自己肯定
感を高められるよう、認め合
える温かな学級づくりをめざ
す。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
生徒指導の三つの機能を意識
し、学習集団、生活集団として
の機能を高める学級づくりに努
めている。

〈教職員アンケート 10〉
〈生徒アンケート 29〉
Ｑ－Ｕアンケート結果や生徒面
談を活かし、親和的な学級づく
りに努めているか。生徒の自己
肯定感が高まっているか。

〈教職員アンケート 10〉96 %
〈生徒アンケート 29〉  92%
親和的な学年、学級づくりにのために、面談やアンケートを活用しなが
ら個々人に寄り添い、丁寧に指導に当たっていた。クラスの係分担や行
事などでも生徒がそれぞれに役割を持ち、主体的に動くことができるよ
うに活動の場の設定を工夫していた。今後も、一人一人が役割を意識し
て活動できる場を作っていく。

Ａ

②生徒会活動やボランティア
活動を通して自治・自浄の能
力を高めるとともに、他のた
めに役立つ自己を実感させ
る。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
生徒会活動やボランティア活動
に積極的に取り組み、開発的生
徒指導を行っている。

〈生徒アンケート 26〉
生徒会活動やボランティア活動
が活発で、自己有用感が高まっ
ているか。

〈生徒アンケート 26〉 ６０ %
ボランティア活動自体が少なく、参加する機会があまりなかったが、
「あれば参加したい」と答える生徒を合わせても７８％である。実際に
参加しないとこのような意識を持つことが難しい。それでも、日常生活
の中でもできることがあるということを知らせていく必要がある。普段
の生活の中でできることから、自己有用感を高めていくことができる良
い。

Ｄ

①生徒の不安や悩みを迅速に
把握し、解消できるように相
談体制や居場所を充実させ、
困り感のある生徒には個に応
じた配慮を工夫する。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
教育相談体制を充実させ、生徒
の実態を把握・共有し、問題の
解消に努めている。

〈保護者アンケート 5〉
学校は、不安を持っている生徒
や困っている生徒の実態を把握
し、問題の解消に努めている
か。

〈保護者アンケート ５〉83 %
教育相談の体制は充実している。個々への対応もとても丁寧である。し
かし、保護者アンケートの「わからない」と答えた保護者が１０％で
あった。学校での取り組みを理解してもらうために、懇談や面談の案内
等をはじめ、対応があった場合にも保護者への連絡を丁寧におこないた
い。

Ｂ

②家庭と連携してインター
ネットのルールを徹底すると
ともに、起きる時間、寝る時
間、学習時間を確保するなど
望ましい生活習慣の確立を図
る。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
家庭と学校の連携力が高まり、
家庭のネットのルールが守ら
れ、良い成果が出てきている。

〈保護者アンケート 6,8,9〉
ネットトラブルやネット依存防
止のために、フィルタリングや
ルール作りを行っているか。
〈生徒アンケート 22〉
〈教職員アンケート 12〉
時間の３点確保を行い、望まし
い生活習慣が確立できたか。

〈保護者アンケート 6〉 77% 〈8〉82 %〈9〉 78%
〈生徒アンケート 22〉  71%
〈教職員アンケート 12〉 100%
今年度は、家庭でのルールづくりやPTAとのタイアップ、生徒会委員会
からのアンケート入力など様々な呼びかけを行った。しかし、本人の意
識がそれほど高まらなかったり、保護者アンケート〈6〉で「わからな
い」と答える保護者が12%と関心が低かったりしたので、学校での取り
組み内容を理解してもらい、家庭の協力を求めていきたい。

Ｃ

③体育的活動・部活動を中心
に、仲間と協力しながら、体
力を高めるとともに、自分で
設定した目標に向かって努力
する。

保
健
文
化

〈成果指標〉
体育的活動・部活動を通じ、親
和的な人間関係を育みながら体
力を向上させ、自分なりに設定
した目標に向かって努力してい
る。

〈教職員アンケート 11〉
生徒が目標達成に向けて努力し
ようとする姿は向上している
か。

〈教職員アンケート 11〉89%
「どちらかと言えばそう思わない」７％増加したことで全体の評価が下
がった。その理由は様々な行事で部活動に参加できなかったと考える。
「生徒主体の安全で満足する部活動」に転換する時期だと考える。しか
し、全体の割合は減ったが「そう思う」と答えた職員が９％増加したこ
とで、前期よりも部活動を円滑に運営していると自覚している職員も増
えたことは頼もしい。

Ｂ

①地域の特色を積極的に学習
に活かす中で地域の未来や、
社会貢献、自分の生き方を考
える等、教育活動の更なる充
実を図る。

教
務

〈努力指標〉
地域のヒト・モノ・コトを活用
し、地域や自分の在り方を考
え、社会貢献できる生徒づくり
に努めている。

〈教職員アンケート 13〉
教科横断的な視点を持ち、地域
リソースを生かした教育活動が
行えたか。
〈生徒アンケート 13〉
地域とのつながりを考え、地域
の方々や先生から学ぶことがで
きたか。

〈教職員アンケート 13〉　９７ %
〈生徒アンケート 13〉 　９６%
総合的な学習の時間「課題研究」では、１年生が「地域を知ろう」、２
年生が「地域で考えよう」、３年生が「地域に発信しよう」というテー
マで一人一課題を持って取り組むことができた。プレゼン資料作成だけ
でなく、自分からアウトプットする力を育む本校のベースともなる課題
研究について、更なる改善を加え、地域と連携した取り組みを進めてい
く。また、職業講話やがん教育、立志式といった活動においても、地域
リソースを最大限に生かした教育活動を行い、ＣＳとの連携も含めた地
域とのつながりを更に深めていく。

Ａ

②学校運営協議会と連携し、
学校・家庭・地域の協力体制
を構築し、よりよい学校づく
りを推進する。

教
頭

〈満足度指標〉
学校と家庭、地域の連携力が高
まり、良い成果が出てきてい
る。

〈保護者アンケート7, 10〉
学校と家庭、地域が連携して子
どもを育てていると感じている
か。

〈保護者アンケート 7〉８６ %
〈保護者アンケート 10〉８０%
新型コロナ感染症拡大防止策を講じながらできる限り多くの活動を行っ
た。また、ICTを活用した動画配信等、学校の様子を伝えたが、上記アン
ケート２項目の「そう思う」の割合が低い傾向にあるので、今後はＰＴ
Ａなどと連携し、でき得る限りの取り組みを実施し、お知らせや取り組
み内容など情報の発信を進めていきたい。

Ｂ

2023年2月

重点目標
（めざす姿）

学校関係者評価者による意見
今後の改善策

◆【評価の根拠】は生徒・保護者・教職員アンケートによって、　≪肯定的な意見がＡ：９０％、Ｂ：８０％、Ｃ：７０％、Ｄ：７０％未満≫　として評価する。
◆評価は＜１：そう思う、２：どちらかと言えばそう思う、３：どちらかと言えばそう思わない、４：そう思わない＞の４つで選択する。
◆各項目で評価をする際に、２つ以上のアンケートを必要とする場合は、上記の意見で低い方の結果を評価する。

1

組
織
的
な
学
校
運
営

＜学校関係者評価者による意見＞
・教職員の学校づくりへの積極的な取り
組みが伝わる。一方、教員も休みは必要
（水曜日の定時退校も含む）であり、具
体的な勤務時間短縮に向けた行動や風土
づくり、業務のスリム化を図る必要があ
る。
・不登校に限らず、生きづらさを感じた
り、発達障害傾向の子どもも増えてい
る。相談できる先生を選べるシステムは
評価できるため、時間の確保が難しい中
ではあるが、情報交換を大切にしなが
ら、今後も丁寧な対応をお願いしたい。

＜今後の改善策＞
いずれの項目も前期と比較して、ほぼ同
等か多少ptが下がっている。組織的対
応の基本は大切にしながら、大幅な改善
にむけて、特に多忙化解消については具
体的な取り組みが必要。

2 

確
か
な
学
力
の
育
成
（
知
）

＜学校関係者評価者による意見＞
・ICT環境が整い、授業を参観していて
もICTを効果的に活用した授業実践され
ている。生徒たちにとっても「望むスタ
イル」ではないだろうか。
・生徒の皆さんが学びに向かう姿勢も素
晴らしく、あらゆる教科でのptが向上
していることが良い。
・生徒目線で考えるとICTを効果的に活
用した授業は必要ではあるが、先生方の
負担になっていないか心配でもある。

＜今後の改善策＞
・ICT県モデル校として、この2年間、
GIGAスクール構想を展開してきた。新
たな授業づくりを展開するポイントとし
て「個別最適な学び」「協働的な学び」
の視点を持ち、『主体的・対話的で深い
学び』を推進していくことを教職員内で
確認することができたことは大きい。
・次年度もこの2年と変わらず、ICTを
活用した授業を推進し、「今求められて
いる力」を育くんでいきたい。

3

豊
か
な
心
の
育
成
（
徳
）

＜学校関係者評価者による意見＞
・「大変成果がある、効果がある」と思
えなくてもボランティア活動とは日常の
自分自身の行動そのものである。そのこ
とを生徒に理解してもらうだけでも十分
に意義はある。
・コロナ禍でボランティア活動の火が消
えないかと心配していたが、その心が繋
がった事は大きい。生徒会を中心に進め
てきたこと自体に成果はあった。
＜今後の改善策＞
・コロナ禍後にどのような取り組みを展
開するかを生徒会を中心に検討してい
く。豊かな心の育成のために必要な活動
を展開したい。

4

健
や
か
な
心
身
の
育
成
（
体
）

＜学校関係者評価者による意見＞
・コロナ禍により、保護者が学校を訪問
したり、保護者同士の交流が十分に取れ
なかったりしたことが、学校の取り組み
への理解やアンケート結果に表れている
と思われる。
・難しい状況ではあるが、学校が家庭に
何を求めているか、どんなことを期待し
ているかを理解してもらう取り組みも必
要と言える。
・健やかな心身の育成のためには、家庭
との連携を図り、実態把握を丁寧に組織
的に行うことが大切である。

＜今後の改善策＞
・少しずつコロナ後の明るい展望が見え
始めている。コロナ禍により、難しく
なった取り組みをコロナ後にどのように
新たに展開していくかは十分に検討が必
要である。過去の取り組みを踏襲するの
ではなく、新たに選定していくことで、
無理なく進めていくことも新たな視点の
一つと捉え、様々な活動を推進してい
く。

5

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

＜学校関係者評価者による意見＞
・家庭や地域との連携に関する各々の評
価が高いことは何より。保護者の皆さん
の意識がそれだけ高いことは今後に期す
る所も大きい。保護者への情報発信は重
要であることを意識し、連携を図ってい
きたい。
・総合的な学習の時間「課題研究」を参
観したり、立志式での生徒の様子を見た
りして、しっかり力をつけて成長してい
ことを強く感じた。

＜今後の改善策＞
・学校運営協議会（ＣＳ）を中心とした
地域との繋がりは本校における大きな強
みの一つである。コロナ後における様々
な取り組みにおいて、大いに連携を図
り、より良い環境で学校づくりを進めて
いく。


